
 

 

 

 

 

 
（川上配水区 高山浄水場） 

 

 

 水質検査計画とは 

 水質検査は、水質基準に適合し安全であることを保障するために不可欠であり、水

道水の水質管理において中核をなすものです。 

 水質検査計画とは、水質検査の適正化を確保するために、水質検査項目等を定めた

ものです。 

 水質検査計画の内容 

  １ 基本方針 

  ２ 水道事業の概要 

  ３ 水道の原水の状況 

  ４ 検査地点 

  ５ 水質検査項目及び検査頻度 

  ６ 水質検査方法 

  ７ 水質検査の精度と信頼性保証 

  ８ 臨時の水質検査 

  ９ 水質検査の公表 

  10 関係機関との連携 

 

 高梁市上下水道課では、水質検査の適正化や透明性を確保するために、検査の地

点、項目、頻度とその理由を明記した令和 8 年度の水質検査計画を策定しました。 

 

 

令和８年度 高梁市水質検査計画 
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１ 基本方針 
 

 (1) 採水地点は、水質基準が適用される給水栓（浄水）及び水源（原水）とします。 

 (2) 検査項目は、水道法で検査が義務付けられている水質基準項目等、検査計画に位置付

けることが望ましいとされている水質管理目標設定項目及び水道におけるクリプトス

ポリジウム等対策指針に基づくクリプトスポリジウム指標菌、クリプトスポリジウム

とします。 

 (3) 検査頻度 

1）配水系統ごとに給水栓で、色、濁り及び消毒の残留効果について１日１回実施し 

ます。 

2）水道設備について、給水栓で水道法施行規則に基づき水質基準項目及び水道管理       

目標設定項目を検査します。なお、全ての項目について年１回検査を実施する他、 

該当する項目について１か月、３か月もしくは６か月に１回検査を実施します。 

3) 水道設備について、水源原水で年１回消毒副生成物を除く全ての基準項目検査を実

施します。 

4) 水道設備について、水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針に基づき原水       

の指標菌検査を毎月実施するとともに、年４回以上原水のクリプトスポリジウム  

検査を実施します。 

5) 水質監視地点において、年１回原水の水質管理目標設定項目の検査を実施します。 

    ※水質監視地点…和田・神崎・陰地配水区（神崎系）第３水源池、有漢町配水区第

２市場浄水場、中配水区中浄水場、川合配水区川合浄水場、黒鳥配水区黒鳥取水場 
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２ 水道事業の概要 
 

(1) 給水状況（令和６年度末現在） 

 

区分 内容  区分 内容 

行政区域内人口 25,722 人  

配水量 

年間 3,668,284 ㎥ 

給水世帯 11,643 世帯  1日平均 10,050 ㎥ 

給水人口 24,526 人  1日最大 16,806 ㎥ 

普及率 95.4%  計画給水量（1 日最大） 17,101 ㎥ 

 

 

(2) 水源、浄水場の名称、浄水処理方法及び計画浄水量 

配水区名称 水源 浄水施設名 処理方法 
計画浄水量 

（㎥/日） 

和田・神崎・陰地配水区 

（和田系） 
第１水源 第１水源池 塩素処理 - 

和田・神崎・陰地配水区 

（神崎系） 

第３水源 

第４水源 
第３水源池 紫外線処理、塩素処理 2,061  

和田・神崎・陰地配水区 

（陰地系） 
第５水源 第５水源池 塩素処理 1,250  

津川配水区 
津川第１水源 

津川第２水源 
津川浄水場 除マンガンろ過、塩素処理 241  

川面・巨瀬配水区 

（川面系） 

川面第１水源 

川面第２水源 
川面第２水源池 紫外線処理、曝気処理、塩素処理 680  

川面・巨瀬配水区 

（巨瀬系） 
巨瀬水源 巨瀬浄水場 紫外線処理、曝気処理、塩素処理 378  

宇治配水区 宇治水源 宇治浄水場 活性炭ろ過、紫外線処理、塩素処理 250  

中井配水区 中井水源 中井浄水場 急速ろ過、活性炭ろ過、塩素処理 320  

松山配水区 楢井ダム 松山浄水場 急速ろ過、活性炭ろ過、塩素処理 130  

松原・落合配水区 福地水源 福地浄水場 曝気、急速ろ過、塩素処理 490  

有漢町配水区 

第１取水井 

第２取水井 

第３取水井 

第４取水井 

市場浄水場 

第２市場浄水場 
緩速ろ過、塩素処理 220  

吹屋配水区 吹屋水源 吹屋浄水場 急速ろ過、活性炭ろ過、塩素処理 140  

中配水区 中水源 中浄水場 曝気、急速ろ過、塩素処理 330  
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配水区名称 水源 浄水施設名 処理方法 
計画浄水量 

（㎥/日） 

坂本配水区 坂本水源 坂本浄水場 膜ろ過、活性炭ろ過、塩素処理 110  

成羽配水区 
岡山県広域水道

企業団 
- - - 

川上配水区 
大竹ダム 

轟水源 
高山浄水場 

急速ろ過、オゾン処理、 

活性炭ろ過、塩素処理 
1,160  

川合配水区 川合水源 川合浄水場 急速ろ過、活性炭ろ過、塩素処理 60  

高山市配水区 
高山市第１水源 

高山市第２水源 
高山市浄水場 緩速ろ過、塩素処理 60  

黒鳥配水区 黒鳥水源 黒鳥浄水場 硬度処理、緩速ろ過、塩素処理 320  

平川配水区 平川水源 平川浄水場 急速ろ過、活性炭ろ過、塩素処理 140  

平川北配水区 平川北水源 平川北浄水場 緩速ろ過、塩素処理 30  

平川東配水区 平川東水源 平川東浄水場 緩速ろ過、塩素処理 60  

田原配水区 田原水源 田原浄水場 急速ろ過、塩素処理 120  

湯野・西山配水区 西谷川 西油野浄水場 緩速ろ過、塩素処理 240  

※和田・神崎・陰地配水区（和田系）・有漢町配水区・成羽配水区は、岡山県広域水道企業団より受水あり。 

 

３ 水道の原水の状況 
 

高梁市の水道設備の水源は、表流水、湖水、地下水（浅井戸）、岡山県広域水道企業

団からの浄水受水からなっており、概ね清浄な水質を保っています。ただし、クリプトス

ポリジウムによる汚染のおそれがあるため、水道におけるクリプトスポリジウム等対策指

針に基づき指標菌検査及びクリプトスポリジウム検査を実施します。なお、水道の原水の

状況として、原水の汚染要因及び注目しなければならない項目を示しました。 

 

 

原水の状況 

水道名 原水の汚染要因 水質管理上注目すべき事項 

和田・神崎・陰地配水区 

（和田系） 
地質由来 蒸発残留物、フッ素 

和田・神崎・陰地配水区 

（神崎系） 
地質由来 硬度、蒸発残留物、フッ素 

和田・神崎・陰地配水区 

（陰地系） 
地質由来 硬度、蒸発残留物 

津川配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物、フッ素 

川面・巨瀬配水区 

（川面系） 

地質由来 

降雨時の濁度の上昇 
硬度、蒸発残留物 
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水道名 原水の汚染要因 水質管理上注目すべき事項 

川面・巨瀬配水区 

（巨瀬系） 
地質由来 硬度、蒸発残留物、フッ素 

宇治配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物、アルミニウム 

中井配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物 

松山配水区 
地質由来 

藻類の発生 
― 

松原・落合配水区 
地質由来 

降雨時の濁度の上昇 
硬度、蒸発残留物、アルミニウム 

有漢町配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物、ヒ素、フッ素 

吹屋配水区 
地質由来 

降雨時の濁度の上昇 
― 

中配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物、アルミニウム 

坂本配水区 降雨時の濁度の上昇 ― 

成羽配水区 ― ― 

川上配水区 地質由来 ― 

川合配水区 地質由来 ― 

高山市配水区 地質由来 蒸発残留物、ヒ素 

黒鳥配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物、ナトリウム 

平川配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物、ヒ素 

平川北配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物 

平川東配水区 地質由来 アルミニウム 

田原配水区 地質由来 硬度、蒸発残留物、アルミニウム 

湯野・西山配水区 地質由来 ― 

 

４ 検査地点 
 

(1) 給水栓 

浄水の検査のために、川面・巨瀬配水区では２箇所、有漢町配水区では３箇所、川上

配水区では２箇所、湯野・西山配水区では２箇所、その他の配水区では１箇所、計 28

箇所を設定しています。 

さらに、水道法施行規則第 15 条第１項に基づく１日１回行う検査は、市内計 26 

  箇所を設定しています。 

（資料１参照） 

 

 (2) 水源 

   原水の検査のために、27 箇所を設定しています。 

（資料１参照） 
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検査地点一覧表 

水道名 浄水 原水 

和田・神崎・陰地配水区 

（和田系） 
和田水源池給水栓 第１水源池 

和田・神崎・陰地配水区 

（神崎系） 
落合地域市民センター給水栓 

第３水源池 

第４水源池 

和田・神崎・陰地配水区 

（陰地系） 
法務局高梁支局給水栓 第５水源池 

津川配水区 津川地域市民センター給水栓 
津川第１水源池 

津川第２水源池 

川面・巨瀬配水区 

（川面系） 
高倉地域市民センター給水栓 

川面第１水源池 

川面第２水源池 

川面・巨瀬配水区 

（巨瀬系） 
巨瀬地域市民センター給水栓 巨瀬水源池 

宇治配水区 宇治地域市民センター給水栓 宇治水源池 

中井配水区 中井地域市民センター給水栓 中井水源池 

松山配水区 松山浄水場給水栓 松山浄水場 

松原・落合配水区 松原地域市民センター給水栓 福地水源池 

有漢町配水区 

有漢総合センター給水栓 
市場浄水場  

第２市場浄水場  
有漢地域局給水栓 

民家給水栓 

吹屋配水区 吹屋連絡所給水栓 吹屋浄水場  

中配水区 中コミュニティセンター給水栓 中浄水場  

坂本配水区 坂本コミュニティセンター給水栓 坂本浄水場  

成羽配水区 成羽地域局給水栓 ― 

川上配水区 
川上地域局給水栓 

高山浄水場  
望の丘ワークセンター 

川合配水区 ふるさとプラザ給水栓 川合浄水場 

高山市配水区 弥高山入口トイレ 高山市浄水場 

黒鳥配水区 備中保育園 黒鳥取水場 

平川配水区 ひらかわいこいの家給水栓 平川浄水場 

平川北配水区 平川北浄水場給水栓 平川北浄水場 

平川東配水区 平川東浄水場給水栓 平川東取水場 

田原配水区 コミュニティハウス田原荘 田原取水場 

湯野・西山配水区 
山光園給水栓 

西油野浄水場 
笹屋ドレン 
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５ 水質検査項目及び検査頻度 
 

  浄水については、水道法施行規則第 15 条第１項に基づき水質検査項目及び検査頻度を

以下のとおり設定します。（資料２参照）なお、過去の検査の結果により省略が可能とさ

れている項目についても、水質状況の把握のため、年１回検査を実施します。 

  

(1) 水質検査項目 

1) １日１回行う検査 

 市内 26箇所の給水栓で色、濁り及び消毒の残留効果の検査 

  2) １か月に１回実施する項目 

    11 項目（一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、亜硝酸態窒素、塩化

物イオン、有機物（ＴＯＣ）、ｐＨ値、味、臭気、色度、濁度） 

  3) ３か月に１回実施する項目 

    13 項目（シアン化物イオン及び塩化シアン、ペルフルオロオクタンスホン酸

（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOA）、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホ

ルム、ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、トリ

クロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド） 

     なお、過去３年間における水質検査の結果、基準値の５分の１を上回り３か月に 

１回実施しなければならない項目については、以下のとおりです。 

 

 

検査実施項目 

水道名 採水地点 項目名 

和田・神崎・陰地配水区 

（和田系） 
和田水源池給水栓 蒸発残留物、フッ素、非イオン界面活性剤 

和田・神崎・陰地配水区 

（神崎系） 
落合地域市民センター給水栓 

硬度、蒸発残留物、フッ素、 

非イオン界面活性剤 

和田・神崎・陰地配水区 

（陰地系） 
法務局高梁支局給水栓 

硬度、蒸発残留物、フッ素、 

非イオン界面活性剤 

津川配水区 津川地域市民センター給水栓 
硬度、蒸発残留物、フッ素、 

非イオン界面活性剤 

川面・巨瀬配水区 

（川面系） 
高倉地域市民センター給水栓 硬度、蒸発残留物、非イオン界面活性剤 

川面・巨瀬配水区 

（巨瀬系） 
巨瀬地域市民センター給水栓 

硬度、蒸発残留物、フッ素、 

非イオン界面活性剤 

宇治配水区 宇治地域市民センター給水栓 
硬度、蒸発残留物、アルミニウム、 

非イオン界面活性剤 

中井配水区 中井地域市民センター給水栓 硬度、蒸発残留物、非イオン界面活性剤 

松山配水区 松山浄水場給水栓 非イオン界面活性剤 

松原・落合配水区 松原地域市民センター給水栓 
硬度、蒸発残留物、アルミニウム、 

非イオン界面活性剤 
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水道名 採水地点 項目名 

有漢町配水区 

有漢総合センター給水栓 
硬度、蒸発残留物、ヒ素、フッ素、 

非イオン界面活性剤 

有漢地域局給水栓 非イオン界面活性剤 

民家給水栓 硬度、蒸発残留物、非イオン界面活性剤 

吹屋配水区 成羽公民館吹屋分館給水栓 非イオン界面活性剤 

中配水区 中コミュニティセンター給水栓 
硬度、蒸発残留物、アルミニウム、 

非イオン界面活性剤 

坂本配水区 坂本コミュニティセンター給水栓 非イオン界面活性剤 

成羽配水区 成羽地域局給水栓 非イオン界面活性剤 

川上配水区 

川上地域局給水栓 硬度、蒸発残留物、非イオン界面活性剤 

望の丘ワークセンター 硬度、非イオン界面活性剤 

川合配水区 ふるさとプラザ給水栓 非イオン界面活性剤 

高山市配水区 弥高山入口トイレ 
硬度、蒸発残留物、ヒ素、 

非イオン界面活性剤 

黒鳥配水区 備中保育園 
硬度、蒸発残留物、ナトリウム、 

非イオン界面活性剤 

平川配水区 ひらかわいこいの家給水栓 
硬度、蒸発残留物、ヒ素、 

非イオン界面活性剤 

平川北配水区 平川北浄水場給水栓 硬度、蒸発残留物、非イオン界面活性剤 

平川東配水区 平川東浄水場給水栓 アルミニウム、非イオン界面活性剤 

田原配水区 コミュニティハウス田原荘 
硬度、蒸発残留物、アルミニウム、 

非イオン界面活性剤 

湯野・西山配水区 

山光園給水栓 非イオン界面活性剤 

笹屋ドレン 非イオン界面活性剤 

 

 

4)年１回実施する項目 

ア 水質基準に関する省令に定める全 52 項目から前述の２)、３)を除いた項目 

イ 水質管理目標設定項目全 26 項目のうち、水質基準項目と重複する６項目及び 

浄水処理過程で二酸化塩素を注入しないため省略できる２項目、農薬類の計 9項 

目を除いた 17項目（資料３） 

ウ 水質管理目標設定項目に位置づける農薬類の検査については、水稲を対象に散 

布する農薬について、その散布時期に合わせて年２回実施（資料３） 

エ 原水に係る水質検査全 39 項目（資料２） 

オ 水質監視地点の原水の水質管理目標設定項目（資料３） 
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６ 水質検査方法 
 

水質検査は水道法第 20 条第３項の規定に基づき国土交通大臣及び環境大臣の登録を受

けた登録水質検査機関に委託して実施します。水質基準項目及び水質管理目標設定項目の

検査方法は、「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」（検査

方法告示）によって行います。 

 

 

７ 水質検査の精度と信頼性保証 
 

水質基準への適合を確認する水質検査は、配水される水の安全性を確認するための検

査であり、水道事業者による水質管理を総体として評価する検査でもある為、正確、かつ

精度の高いものが必要となります。 

水質基準項目については、微生物から化学物質まで多種多様にわたっており、その検査

レベルもμｇ/Ｌといった極微量レベルでの測定が求められることから、水質検査の測定

値の信頼性を確保するため、委託する検査機関に対して、日本水道協会認定の水道水質検

査優良試験所規範(水道 GLP)を取得していること、外部精度管理等による正確かつ精度の

高い検査体制が確立され、緊急時での対応可能なことのほか、下記の用件を満足するよう

にしています。 

 

(1) 水質検査の精度 

   原則として、基準値及び目標値の 1/10 以下の値が得られ、基準値及び目標値の 1/10

付近において、変動係数が無機化合物で 10％以内、また有機化合物で 20％以内の水質

検査を行います。 

(2) 信頼性保証 

   水道水質検査において、その精度と信頼性の保証は極めて重要であることから、信頼

性保証部門と水質検査部門に各責任者を配置した組織体制が整備され、標準作業書によ

る検査のマニュアル化が行われ、測定者間のバラツキをなくす等、統一的に正確な検査

結果を得るための体制が図られている機関に委託することにより、水質検査の信頼性を

確保しています。 

   さらに、精度管理については機関内でも精度管理の評価試験を行わせるとともに、外

部が行う精度管理の評価試験を受けさせ、その結果が「不満足」又は「質疑あり」とさ

れるＺ値の絶対値が２を超えないよう、精度のよい測定を行わせるなど信頼性の保証に

努めています。 

 

 

８ 臨時の水質検査 
 

  水源などの水に水質変化があり、給水栓の水が水質基準に適合しないおそれがあるとき

に行います。 

(1) 水源の水質が著しく悪化したとき 

 1) 不明の原因によって色及び濁りに著しい変化が生じたとき 

  2) 渇水のとき 

 (2) 水源に異常があったとき 

  1) 臭気又は味に著しい変化が生じた場合 

  2) 魚が死んで多数浮上した場合 

  3) 塩素消毒のみで給水している水道水源に、ごみや汚泥などの汚物を発見した場合 
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 (3) 水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行しているとき 

 (4) 浄水処理工程に異常があったとき 

 (5) 配水管の大規模工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあるとき 

 (6) その他特に必要があると認められるとき 

 

臨時の水質検査は、水質異常が発生したとき直ちに実施し、水質異常が終息し、給水

栓での安全性が確認されるまで行います。 

 

 

９ 水質検査の公表 
 

公表した水質検査計画に基づき水質検査を行い、その結果を年度末に高梁市ホームペ

ージ等で公表します。また水質検査計画は、毎事業年度の開始前までに策定して公表し、

高梁市ホームページに掲載します。 

 

 

10 関係機関との連携 
 

水道水が原因で水質事故が発生した場合には、岡山県備北保健所・日本水道協会岡山

県支部と連携して水質検査等、随時必要な措置をとります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

問い合わせ先 

高梁市土木部上下水道課 

〒716-8501 岡山県高梁市松原通 2043番地 

ＴＥＬ  （0866）21－0243 

ＦＡＸ  （0866）22－9460 

Ｅメール  jyogesui@city.takahashi.lg.jp 

 

mailto:jyogesui@city.takahashi.lg.jp
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和田・神崎・陰地配水区 

(神崎系)第３水源池 

和田・神崎・陰地配水区 

(和田系) 和田（第１）水源池 

巨瀬地域市民センター 

有漢総合センター 

津川第２水源池・巨瀬水源池 

川面第１水源池 

落合地域市民センター 

法務局高梁支局 

中井水源池 

宇治地域市民センター 

市場・第２市場浄水場 

宇治水源池 

吹屋浄水場 貯水池 

松原地域市民センター 

田原取水場 

有漢地域局 

坂本浄水場 原水槽 

高山浄水場 着水井 

吹屋公民館 

坂本コミュニティセンター 

中浄水場 取水井戸 

黒鳥取水場 

民家給水栓 

山光園 

ひらかわいこいの家 

川合浄水場 

平川東浄水場 

コミュニティハウス田原荘 

平川東取水場 

弥高山入口トイレ 

平川浄水場 

高山市浄水場 

平川北浄水場 

和田・神崎・陰地配水区 

(陰地系) 第５水源池 

和田・神崎・陰地配水区 

(神崎系) 第４水源池 

中コミュニティセンター 

笹屋ドレン 

玉川地域市民センター 

津川地域市民センター 

西湯野浄水場 

中井地域市民センター 

津川第１水源池 

高倉地域市民センター 

福地水源池 

川上地域局 

望の丘ワークセンター 

資料１ 水質検査地点概要図 

原水 

松山浄水場 

備中保育園 ふるさとプラザ 

成羽地域局 

川面第２水源池 

備中県民局 高梁地域事務所 給水栓 

吹屋連絡所 

農業振興センター 

田原第２加圧ポンプ場 

１日１回検査 

浄水 
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資料２ 水質検査項目及び検査頻度（回／年）－その１ 

No 水質基準項目 基準値 単位 

和
田
・
神
崎
・
陰
地

(

和
田
系) 

和
田
・
神
崎
・
陰
地

(

神
崎
系) 

和
田
・
神
崎
・
陰
地

(

陰
地
系) 

津
川 

川
面
・
巨
瀬
（
川
面
系
） 

川
面
・
巨
瀬
（
巨
瀬
系
） 

宇
治 

中
井 

松
山 

1 一般細菌 100 以下 個/ｍｌ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

2 大腸菌 検出されないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

3 カドミウム及びその化合物 0.003 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

4 水銀及びその化合物 0.0005 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

5 セレン及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

6 鉛及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

7 ヒ素及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

8 六価クロム化合物 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

9 亜硝酸態窒素 0.04 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

12 フッ素及びその化合物 0.8 以下 ｍｇ/L 4 4 4 12 1 12 1 1 1 

13 ホウ素及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

14 四塩化炭素 0.002 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

15 １，４－ジオキサン 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

16 
シス－１，２－ジクロロエチレン及び 

トランス－１，２－ジクロロエチレン 0.04 以下 ｍｇ/L １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

17 ジクロロメタン 0.02 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

18 テトラクロロエチレン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

19 トリクロロエチレン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

20 
ペルフルオロオクタンスホン酸（PFOS） 

及びペルフルオロオクタン酸（PFOA） 
0.00005以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

 21 ベンゼン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

22 塩素酸 0.6 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

23 クロロ酢酸 0.02 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

24 クロロホルム 0.06 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

25 ジクロロ酢酸 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

26 ジブロモクロロメタン 0.1 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

27 臭素酸 0.01 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

28 総トリハロメタン 0.1 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

29 トリクロロ酢酸 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

30 ブロモジクロロメタン 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

31 ブロモホルム 0.09 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

32 ホルムアルデヒド 0.08 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

33 亜鉛及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

34 アルミニウム及びその化合物 0.2 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 

 

1 1 4 1 1 

35 鉄及びその化合物 0.3 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 

 

1 1 

36 銅及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

37 ナトリウム及びその化合物 200 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

38 マンガン及びその化合物 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

39 塩化物イオン 200 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

40 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 以下 ｍｇ/L 1 4 4 4 4 4 4 4 1 

41 蒸発残留物 500 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 1 

42 陰イオン界面活性剤 0.2 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

43 ジェオスミン 0.00001 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

44 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

45 非イオン界面活性剤 0.02 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

46 フェノール類 0.005 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

47 有機物（全有機炭素ＴＯＣの量） 3 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

48 ｐＨ値 5.8～8.6 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

49 味 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

50 臭気 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

51 色度 5 以下 度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

52 濁度 2 以下 度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 
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資料２ 水質検査項目及び検査頻度（回／年）－その２ 

No 水質基準項目 基準値 単位 

松
原
・
落
合 

有
漢
（
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

有
漢
（
地
域
局
） 

有
漢
（
民
家
） 

吹
屋 

中 

坂
本 

成
羽 

川
上
（
地
域
局
） 

川
上 

（
望
の
丘
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
） 

1 一般細菌 100 以下 個/ｍｌ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

2 大腸菌 検出されないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

3 カドミウム及びその化合物 0.003 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

4 水銀及びその化合物 0.0005 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

5 セレン及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

6 鉛及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

7 ヒ素及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 4 １ 1 1 1 1 1 1 1 

8 六価クロム化合物 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

9 亜硝酸態窒素 0.04 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

12 フッ素及びその化合物 0.8 以下 ｍｇ/L 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 

13 ホウ素及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

14 四塩化炭素 0.002 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

15 １，４－ジオキサン 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

16 
シス－１，２－ジクロロエチレン及び 

トランス－１，２－ジクロロエチレン 0.04 以下 ｍｇ/L １ １ １ １ 1 1 1 1 1 1 

17 ジクロロメタン 0.02 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

18 テトラクロロエチレン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

19 トリクロロエチレン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

20 
ペルフルオロオクタンスホン酸（PFOS） 

及びペルフルオロオクタン酸（PFOA） 0.00005以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

 

4 

21 ベンゼン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 

 

1 1 1 1 1 1 

22 塩素酸 0.6 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

23 クロロ酢酸 0.02 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

24 クロロホルム 0.06 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

25 ジクロロ酢酸 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

26 ジブロモクロロメタン 0.1 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

27 臭素酸 0.01 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

28 総トリハロメタン 0.1 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

29 トリクロロ酢酸 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

30 ブロモジクロロメタン 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

31 ブロモホルム 0.09 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

32 ホルムアルデヒド 0.08 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

33 亜鉛及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

34 アルミニウム及びその化合物 0.2 以下 ｍｇ/L 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 

35 鉄及びその化合物 0.3 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

36 銅及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

37 ナトリウム及びその化合物 200 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

38 マンガン及びその化合物 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

39 塩化物イオン 200 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

40 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 以下 ｍｇ/L 4 4 1 4 1 4 1 1 4 

 

4 

 41 蒸発残留物 500 以下 ｍｇ/L 4 4 １ 4 1 4 1 1 4 1 

42 陰イオン界面活性剤 0.2 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

43 ジェオスミン 0.00001 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

44 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

45 非イオン界面活性剤 0.02 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

46 フェノール類 0.005 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

47 有機物（全有機炭素ＴＯＣの量） 3 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

48 ｐＨ値 5.8～8.6 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

49 味 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

50 臭気 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

51 色度 5 以下 度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

52 濁度 2 以下 度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 
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資料２ 水質検査項目及び検査頻度（回／年）－その３ 

※津川第１・第２水源池および巨瀬水源池については、毎月実施 

No 水質基準項目 基準値 単位 
川
合 

高
山
市 

黒
鳥 

平
川 

平
川
北 

平
川
東 

田
原 

湯
野
・
西
山
（
山
光

園
） 

湯
野
・
西
山
（
笹
屋
） 

全
水
源
（
原
水
） 

1 一般細菌 100 以下 個/ｍｌ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

2 大腸菌 検出されないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

3 カドミウム及びその化合物 0.003 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

4 水銀及びその化合物 0.0005 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

5 セレン及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

6 鉛及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

7 ヒ素及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 1 4 1 4 1 1 1 1 1 1 

8 六価クロム化合物 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

9 亜硝酸態窒素 0.04 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

12 フッ素及びその化合物 0.8 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1※ 

13 ホウ素及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

14 四塩化炭素 0.002 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

15 １，４－ジオキサン 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

16 
シス－１，２－ジクロロエチレン及び 

トランス－１，２－ジクロロエチレン 0.04 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

17 ジクロロメタン 0.02 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

18 テトラクロロエチレン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

19 トリクロロエチレン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

20 
ペルフルオロオクタンスホン酸（PFOS） 

及びペルフルオロオクタン酸（PFOA） 0.00005以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

 

-

※

※ 
21 ベンゼン 0.01 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

22 塩素酸 0.6 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

23 クロロ酢酸 0.02 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

24 クロロホルム 0.06 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

25 ジクロロ酢酸 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

26 ジブロモクロロメタン 0.1 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

27 臭素酸 0.01 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

28 総トリハロメタン 0.1 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

29 トリクロロ酢酸 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

30 ブロモジクロロメタン 0.03 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

31 ブロモホルム 0.09 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

32 ホルムアルデヒド 0.08 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 - 

33 亜鉛及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

34 アルミニウム及びその化合物 0.2 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 

35 鉄及びその化合物 0.3 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

36 銅及びその化合物 1.0 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

37 ナトリウム及びその化合物 200 以下 ｍｇ/L 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 

38 マンガン及びその化合物 0.05 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

39 塩化物イオン 200 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

40 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 以下 ｍｇ/L 1 4 4 4 4 1 4 1 1 1 

41 蒸発残留物 500 以下 ｍｇ/L 1 4 4 4 4 1 4 1 1 1 

42 陰イオン界面活性剤 0.2 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

43 ジェオスミン 0.00001 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

44 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

45 非イオン界面活性剤 0.02 以下 ｍｇ/L 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 

46 フェノール類 0.005 以下 ｍｇ/L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

47 有機物（全有機炭素ＴＯＣの量） 3 以下 ｍｇ/L 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

48 ｐＨ値 5.8～8.6 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

49 味 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 - 

50 臭気 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

51 色度 5 以下 度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 

52 濁度 2 以下 度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1 
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資料３ 水質管理目標設定項目及び検査頻度（回／年） 

No 項目 目標値 単位 

水
質
監
視
地
点
以

外

の

全

給

水

栓 

（

浄

水

） 

水

質

監

視

地

点 

（

浄

水

） 

水

質

監

視

地

点 

（

原

水

） 

1 アンチモン及びその化合物 0.02 以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

2 ウラン及びその化合物 0.002（暫定）以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

3 ニッケル及びその化合物 0.02（暫定）以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

4 １，２－ジクロロエタン 0.004 以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

5 トルエン 0.4 以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

6 フタル酸ジ（２－エチルヘキシル） 0.1 以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

7 亜塩素酸 0.6 以下 ｍｇ/L 注 ― ― 

8 二酸化塩素 0.6 以下 ｍｇ/L 注 ― ― 

9 ジクロロアセトニトリル 0.01（暫定）以下 ｍｇ/L 1 1 ― 

10 抱水クロラール 0.02（暫定）以下 ｍｇ/L 1 1 ― 

11 農薬類 検出値と目標値の比の和として、１以下  2 2 ― 

12 残留塩素 1 以下 ｍｇ/L 1 1 ― 

13 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 10～100 ｍｇ/L 注 ― 注 

14 マンガン及びその化合物 0.01 以下 ｍｇ/L 注 注 注 

15 遊離炭酸 20 以下 ｍｇ/L 1 1 ― 

16 １，１，１－トリクロロエタン 0.3 以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

17 メチルーｔ－ブチルエーテル 0.02 以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

18 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3 以下 ｍｇ/L 1 1 1 

19 臭気強度（TON） 3 以下  1 1 ― 

20 蒸発残留物 30～200 ｍｇ/L 注 注 ― 

21 濁度 1 以下 度 注 注 注 

22 ｐH 値 7.5 程度  注 注 注 

23 腐食性（ランゲリア指数） －１以上とし、極力０に近づける  1 1 ― 

24 従属栄養細菌 
1ml の検水で形成される集落数が 

2,000 個以下（暫定） 
 1 1 ― 

25 1，1-ジクロロエチレン 0.1 以下 ｍｇ/L 1 ― 1 

26 アルミニウム及びその化合物 0.1 以下 ｍｇ/L 1 1 ― 

（注）水質基準項目と重複する５項目（硬度、マンガン、蒸発残留物、濁度、pH 値）及び

浄水処理過程で二酸化塩素を注入しないため省略できる２項目（亜塩素酸、二酸化

塩素）の計７項目については、実施しません。 
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農薬類の検査について 

水稲を対象に散布する農薬について、以下の項目について給水栓（浄水）で実施します。 

No 項目 用途 検査時期 

高
梁
本
庁
管
内 

有
漢
地
域
局
管
内 

成
羽
地
域
局
管
内 

川
上
地
域
局
管
内 

備
中
地
域
局
管
内 

16 イプフェンカルバゾン 除草剤 ５月 1 1 1 1 1 

21 エトフェンプロックス 殺虫剤 ８月 1 1 1 1 1 

55 ダイムロン 除草剤 ５月 1 1 1 1 1 

84 フサライド 殺菌剤 ８月 1 1 1 1 1 

94 プロベナゾール 殺菌剤 ５月 1 1 1 1 1 

95 ブロモブチド 殺菌剤 ５月 1 1 1 1 1 

113 メフェナセット 除草剤 ５月 1 1 1 1 1 

 

資料４ クリプトスポリジウム検査項目及び検査頻度（回／年） 

水 道 名 
クリプトスポリジウム 

検査回数 

指標菌検査回数 

（大腸菌・嫌気性芽胞菌） 

和田・神崎・陰地配水区 

（ 和 田 系 ） 
４ 12 

和田・神崎・陰地配水区 

（ 神 崎 系 ） 
４（採水地点…２箇所） 12（採水地点…２箇所） 

和田・神崎・陰地配水区 

（ 陰 地 系 ） 
４ 12 

津 川 配 水 区 ４（採水地点…２箇所） 12（採水地点…２箇所） 

川 面 ・ 巨 瀬 配 水 区 ４（採水地点…３箇所） 12（採水地点…３箇所） 

宇 治 配 水 区 ４ 12 

中 井 配 水 区 ４ 12 

松 山 配 水 区 ４ 12 

松 原 ・ 落 合 配 水 区 ４ 12 

有 漢 町 配 水 区 ４（採水地点…２箇所） 12（採水地点…２箇所） 

吹 屋 配 水 区 ４ 12 

中 配 水 区 ４ 12 

坂 本 配 水 区 ４ 12 

成 羽 配 水 区 ― ― 

川 上 配 水 区 ４ 12 

川 合 配 水 区 ４ 12 

高 山 市 配 水 区 ４ 12 

黒 鳥 配 水 区 ４ 12 

平 川 配 水 区 ４ 12 

平 川 北 配 水 区 ４ 12 

平 川 東 配 水 区 ４ 12 

田 原 配 水 区 ４ 12 

湯 野 ・ 西 山 配 水 区 ４ 12 

 


